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	母のこと
				大和　邦太郎
　
　「あの子のことが心配で・・・・・」、高い熱にあえぎながら母はそうつぶやくと、やがて最後の息をひきとった。これは臨終にたち合った叔母から、ずっとあとで聞かされたことだが、ようやく一年数か月で病気勝ちの私を残して死んだ母にとって、私のことがよほど気がかりであったからだ。母の病気は急性の伝染病であり、「避病院」に隔離されての最後だったから、子どもたちはその場にいなかった。
　幼い私の養育に困った父は、他の町の家に私を数年間預け、のちに再婚すると、私はうちに引き取られた。亡き母のことについて、私はだれからも聞かされなかった。いくらかその話を避けていたのかもしれない。中学の頃、叔母から、母が大きな張りのある目をし、鼻すじの通ったきれいな人で、？？？？？？？？？？？？？？？？？？聞かされた。たしかにこの兄は鼻目秀麗とでもいえるほど美男であった。母の写真は、この兄と一緒にとったのが一枚あるきりで、このことも母がとりわけこの兄を可愛がっていたという話を裏付けているようにも思われた。兄弟のなかで私だけが父に似て目が小さかった。ただ母は、肌が浅黒い方だったといわれていて、この点私に似ていたのだろう。
　しかし、そういう外形的なことよりも、私にとって大切なことは、母がたいへん内気なたちで、客があっても応接に出るのをひどくしぶったという叔母の話であった。私も中学から高校の頃になって、自分がなみはずれて神経質で内気なことを意識し、それに悩まされてきた。他の兄たちにはそのような傾向はなく、ただ私だけにそのような素質が強く現れた。とりわけ将来の志望を選ぶ時にそれを痛感させられた。法学部から文学部に移るにあたって、私は父にいろいろな理由をならべたてたが、？？？しかし本当の動機は私の内向的な気質のためであった。広い実社会に出て活動するよりも、内面的な生き方を選べと、私の心にささやいたのは、いわば亡き母の声であった。たしかに年少の頃、私が家庭の冷ややかな空気に堪えかねて暗い街をさまよったとき、臨終のあの母の言葉に心を支えられたこともある。いま人生の分かれ道でも、母が密かに私にだけ残してくれた母の性質が私を導いたのだろう。私がゲーテに学んだのも、彼が鋭敏で過度の内面性をどのようにコントロールして外の世界を調和をはかったかの点であった。
　私はその後、実に多くの詩人や作家、哲学者や思想家、画家や音楽家などを知った。しかし、その中からふるいにかけて現在なお私が愛好してやまない人びとを考えてみると、いずれも内面的な繊細な魂を持った人たちやそのような作品だけだということに気付く。こうして何一つ母について知らないけれど？？？？？？？？？？？？？？？？？ことが、なつかしく思われる。
　
　
　落合君
　いろいろご面倒をかけて恐縮でした。
　遅くなったうえに、上手く書けなかったものですが、もう締め切りだということをよいことにしてこれを送ります。これから教師の一番いやな季節ですし学生諸君を無用に苦しめた罰ですかな。御機嫌よう。　
		一月二十七日
				大和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
	大学での四年間
　　　　　　　				工藤　節子
　
　私が大学へ入学した年は、どこの大学でも大学紛争が真盛りの時であった。今まで、テレビや新聞でしか見たことのなかったヘルメットと覆面姿の学生を、入学式の日に目のあたりに見た。「帰れ、帰れ、」という声が学生達の間からわき起こり、なぜか知らぬがいつの間にか、自分もそれに声を合わせていた。次の日、朝刊の余録にその記事を見出して、得意になって父や母に、その様子を話して聞かせたのを覚えている。
　そんなふうに、大学に入った日から、学校が荒れていた。毎日ほとんどが討論会や集会、それに学校側のロックアウトもあって、授業はほとんどなかった。討論会や集会に反対なわけではなかったが、まともに授業を行ったうえでのことであって欲しかった。それでも、真剣に闘争に参加している人に詰寄られたりすると、何となく後ろめたい気がした。でも、闘争を支持するだけの意見も勇気も持たなかった。結局、後期一回きりの試験で二年になった。
　二年になると、いくぶん紛争も下火になっていた。この年は科目も少くなく、学校に慣れてきた事もあって、落ちついて過ごすことができた。雨の日、一科目きりの授業に、レインコートに長靴、そして傘をさして学校に来てみると、掲示板に「休講」の文字を見い出したりしたこともあった。
　この頃、図書室を結構利用した。と言っても試験の準備や、授業の下調べなどにであった。最初は二階が好きで、それから三階、それから一階の雑誌室と移っていった。ここは明るく、夏は気持ち良い風が、冬はスチームが特別温かく、それにいろいろと雑誌もあるし、と、とても居心地の良いへやであるが。ただ、コートやバッグなどをロッカーへ入れなくてはならないのが面倒である。最初のうちは、お財布から百円玉を取り出し、百円玉がない時は両替までして、荷物をロッカーへしまい、かわりに大きな木の机を持って入っていった。今や四年になって、コートにバックを持って堂々と入っていくようになった。
　一、二年の教養課程を無事終了し、いよいよ三年になった。ゼミは「ゲーテ」の大和ゼミを選んだ。「ゼミはどこにしたの。」などと聞かれて、「大和ゼミよ」と答えると「へぇー」などという顔で見られるのが、とっても心苦しかった。何故って、「ゲーテ」などあまり読んでなかったし、わからなかったからである。ゼミの手引きを見て、「文学と人間」という題目と、そこに添えられてあった言葉にひきつけられたのであった。それに、先生をあの厳粛な研究室に訪れた時、とても親切で感じがよかった。これでゼミは決まった。
　最初は何となくよそよそしく、活気のなかったゼミも合宿の後、しだいに活気がでてきた。その年は、「若きヴェルテルの悩み」を原文で読み、その話し合いや漱石の「こころ」との比較をした。キリスト教と仏教の違いなど興味深いものがあった。
　四年になってヘルマン・ヘッセをやることになった。「郷愁」、「ゲルトルート」、「クヌルプ」、「シッダルタ」と四つの作品について話し合いができた。皆の意見や考えを聞くのはおもしろかった。特に幾人かの一癖も二癖もありそうな文学家諸氏の話しを聞くのは実に興味深く、また大へん参考になった。
　前まで、きびしい現実の社会というものを見た場合、「ヴェルテルがどうだこうだ。」などと言ったり考えたりしているのは、何となくあますぎるように思ったりした時もあった。だけど今は、なぜ大学というものが存在するのか、うっすらとだけど分かりかけてきた。
　今や、大学での四年間が終わろうとしているが、その中で大和ゼミでの二年間が一番思い出多いものとなりそうである。
　
　
　
　
　
	片山秋雲のなけなしの詩うた
					福山　洋
　
	悪夢
　
　ずっと昔に知ってゐた。
　ずっと昔に知ってゐた。
　
　たとえば　小川のせせらぎに
　たとえば　風の口笛に
　
　舞うことを知ってゐた。
　笑うことを知ってゐた。
　
　ずっと昔に知ってゐた。
　ずっと昔に知ってゐた。
　
　たとえば　竹屋の哀しい声に
　たとえば　花屋の哀しい声に
　
　揺（？）れることを知ってゐた。
　涕なくことを知ってゐた。
　
　酔いに酔い
　酔って　酔って　酔っぱらい、
　
　酔いに酔い
　吐いて　吐いて　吐き散らし、
　
　何処とも知れず
　何処とも知れず
　
　空っぽの大地に
　唾をかけ、
　
　忘れ去ったものに
　置き去ったものに
　
　攫つかみかかり
　毆なぐりかかり
　
　疲れはて
　砕け散り
　
　町の渦に
　呑みこまれ
　高笑いに
　呑みこまれ
　
　不思議と
　それでも
　尚
　それでも
　座ってゐる。
　
	受難告知
　
　洗礼の一滴の水
　赤児の額に輝く
　聖なる澪（？）。
　
　生誕が死を意味するというのに・・・・
　
　赤児は静かに
　聖母マドンナの胸の中で揺れている。
　
　教会の鐘の音は
　受難の時を刻んで行く。
　
　
　
　
	旅のメルヘン
　
　父は死んだ・・・・・・・・
　
　母と娘こは慣れない仕事を始めたという。
　注がれた酒が哀しく揺れた。
　
　翌朝
　散歩に娘を誘ってみた。
　無口だがよく微笑ほほえむ。
　綺麗な瞳でよく微笑む。
　
　名前はおじいさんが付けてくれたという。
　パンジーの花が大好きだという。
　夢は母親と小さな家に住むことだという。
　
　夕間暮れ（ママ）
　母がつくったという
　弁当一つ
　自分が編んだという
　手袋一つ
　
　風は冷たかった
　
　娘は少し涕ないた
　だが
　いつもの微笑がそれを隠した
　
　汽笛
　再び訪れることのない
　
　都を
　わたしはもう一度だけ
　記憶の中にとどめようとした　
　
　
	鈍痛
　
　何が不自由なのかと問いただされても
　何一つ答えることができないくせに
　なんと　心は晴れ（？）ないことか――――。
　　
　ストレートの道には
　気障きざな笑いが
　ころがっているだけだ。
　
　ストレートの部屋には
　腐った笑いが
　ころがっているだけだ。
　
　ストレートの世界には
　愛せるものは何もない。
　
　何が不満なのかと問いただされても
　何　一つ呟けないくせに
　
　なんと　心は　晴れないことか―――。
　
　鈍痛・鈍痛・鈍痛・鈍痛・鈍痛・鈍痛
　
　
	見知らぬ旅路
　
　ヒトリデス。
　本当に静かです。
　　
　分けて上げたいのですが
　今は
　独り
　味わいたいのです。
　宥して下さい。
　
　ヒトリデス。
　本当に静かです。
　
　あれは妖精の婚礼の調べ
　今は
　独り
　聞きたいのです。
　宥して下さい。
　
　自然の奏かなでるシンフォニー
　名も知れず咲きほこる小さき兄妹
　飛びかう小鳥たちの弱き歌
　
　丸太木の小さな橋の上
　ぼくは一本の煙草を燻らせる。
　
　澄みわたった青空の下
　ちっぽけな
　ぼくは
　独りぽっちです。
　
　お願いですから
　今は
　宥して下さい。
　
　お金では買えないものを
　リック一杯に詰めて
　きっと
　
　澄みわたった青空の日に
　そっと
　宥して下さい。
　
　
	水鶏（くいな）
　
　水鶏
　水鶏
　
　淋しいか。
　
　飛べない
　水鶏
　悲しいか。
　
　
	Ｌｅｂｅｗｏｈｌ！
　
　過去の小さな
　僕の箱。
　
　詰めっこまれた
　思い出は
　詰めっこまれた
　我楽苦多は
　
　川の流れにのせましょか。
　それとも
　燃える炎にいれましょか。
　
　僕の小さな思い出箱は
　小さいながらも重すぎて
　
　さて
　焼いてしまった
　疲労感。
　
　少し休んで
　始めましょうか。
　
　泪なみだをふいたら
　始めましょうか。
　
　旅の支度を
　始めましょうか。
　
　
	能登路
　
　能登の浜に
　打ち上げし
　
　波の音ねは
　哀しい女の詩うたなのか
　哀しい男の詩うたなのか
　
　嗟ああ
　
　吾が同胞はらから
　お前は
　そうして
　数億年も涕ないていたというのか。
　
　
	宙ブラリンの肉ダンゴ
　
　サテ、サテ
　あなたはどうなさる。
　
　地球が舞台で
　火星か何かが客席で
　拍手・喝采・雨・霰。
　
　サテ、サテ
　あなたはどうなさる
　
　あなた
　も
　わたし
　も
　演技者ならば
　
　何を演じて見せようか。
　
　悲しい悲劇
　か
　可笑おかしい喜劇。
　歌って
　舞って
　見せようか。
　
　サテ、サテ
　ここは舞台裏。
　
　サテ、サテ
　これからどうしょう。
　
　胴乱落として
　逃げ出すか。
　
　それとも
　演じて見せようか。
　
　サテ、サテ
　あなたはどうなされる。
　
　サテ、サテ
　わたしはどうしょう。
　
　
	ザビーネ！
　
　ザビーネ！
　それは娘の名。
　
　ザビーネ！
　それは恋する娘の名。
　
　『ザビーネ！
　君は
　自由なんだ。
　
　野を駆ける馬のように
　自由なんだ。
　
　さあ、お行き！
　微風そよかぜの中を』
　
　ザビーネ！
　それは娘の名。
　
　ザビーネ！
　それは恋する娘の名。
　
　
　〈エピローグ〉
　
　ワッハハハハハハ・・・・・
　サラバジャ！！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
	敬和館総括
					宮本かおる
　
　「ジジジー」けたたましく鳴る二つの目覚時計。午前九時。ベッドで寝ていた同室者のＫさんがとび起きカーテンをサッ。意を決して私も下へ降り、こうして一日が始まるのである。へやは八畳の二人べやである。二年生以上は気の合った者同士が同室になれるのだがなかなかうまくいかない場合が多い。しかしたいていは何らかの形でがまんするが、たえられなくなった人は寮をでていく。現在百四十名程が、ここで生活している。もちろん女性のみであるが、どちらだか判断つけがたい者もいる。
　受付には窪田さんという上品なおば様が電話の取り次ぎや諸事務をやっていられる。六十才は超えていると想像するのだが、なかなかおしゃれで人当りが良い。しかし時々物忘れするのがたまにきずである。窪田さんは朝十時から夕方六時までの勤務で、六時から十一時までは寮生が二人ずつ代る代る受付をする。おもに電話番である。その時は寮の主宰である高林先生からお茶のサービスがある。この高林先生は二年半前下関から青柳先生のかわりに見え、日本女子大出身の才女であるそうだ。ちょっと横幅があり、ひょこひょこ歩く姿は遠くから見ても一目で見わけられる。また先生は犬好きで三匹も飼っている。それが雑種で時々受付まで出て来て悪臭を放つ。これでも夜は庭に放しておくと結構どろぼう防止になるそうである。（先生曰く）
　寮は自炊なので毎日自分で作らなければならない。これは前天野学長の女性は炊事ぐらいは嫁入り前に訓練しておかねばという主旨に基づいているのだそうだ。しかしなかなかめんどうである。また炊事室、洗濯室、化粧室、トイレ、談話室、廊下はそれぞれ一階に二つづついているが、これらは寮生が一週間交代で掃じしている。しかしどうみても女性が？？？？？？場所には見えない。お風呂は夕方五時から十一時までは入ることができるが、九時半にボイラーが消されるため冬はぬるくて風邪をひいてしまう。冬はスチームがはいるが、この世話をしているのが高沢さん夫婦で寮のすぐ裏に住んでいる。
　夜十一時消燈。しかしスタンドは許されるがへやが暗いのは嫌なので上級生はたいていへやの入口のドアのガラスに紙をはり外から中の光が見えないようにしてある。十二時半から二時頃にかけて必ず先生が見回りに来る。このスリッパの音を聞くとみんな一勢（ママ）にライトを消しラジオのボリュームを下げ、話をやめドアに鍵をかける。時にはトイレに行きたくてもがまんする場合もある。通りすぎると元にもどるが、それを最近先生も気づき、時間をおいてまたもどって結局は叱られるのである。
　一年の頃いやでいやでたまらなかった寮生活も、（当時は今よりもっときびしく、朝七時と夕方九時半に必ず点呼があったのですよ！）もう出なければならないと思うといろいろな思い出がめぐってくる。夜明けまで飲みあかし、ゴーゴーを踊り、時には語りあかす。けんかをすれば数日口もきかず、寂しくなると卵が一つなくなっても結局は泣きねいり。小さな社会生活の中でありとあらゆることを学び、それが卒業して役に立てばと少なからず希望をいだいてこの寮をあとにしていく。人生のこのわずかな共同生活。私は体験してみて悔はない。
　
	駄句三つ
　
　つぼみかたく鶯なかぬ年の暮れ。
　
　「大賞」をきそいて乙女涙する。
　
　狂せるやから列島にあふれる年を越す。
　
	（大和先生年賀状より）
　
　
				
　
	心
					木場　薫
　
　美しかったのは、
　素晴らしかったのは、
　過去でしかなかった
　現在の自分がいかにみじめであるか、私にはよく分かっている。
　えたいの知れない不安に襲われては泣き出したくなるような今日の僕。
　広い広いそして暗い暗い地獄の底でもがいているような自分を感ずる時、それは決して作りごとなんかではないのだ。
　人間のいや機械のいやこれも違う、そうだ神のいたずらによって作られた僕のこの焦燥。
　でもときどき喜々として何かに興ずる。
　しかし、しかし、どうにもならない。
　
　近頃はとくに、この傾向が著しくなった。船に乗っているわけでもないのに頭がいたくなる。
　ただ、ひたすらに何かを求める。それは、知識であってはならない。そして、人間であってもならない。
　私の欲しいのは、自由だ。何物の束縛も受けず、しかも私の想像する理想宮なのである。
　
　気が狂っても構わない。
　
　詩を書きたい、
　物を書きたい、
　そして、美しさをひたすら求めていたい。
　ああ、現実よ私を裏切らないで欲しい。
　
　毎日毎日、うんざりするような生活。一体生活を真面目に考えることさえも自分には、馬鹿ゝしく思えるようになってしまった。
　底知れぬ不安が私を包む。
　雨の音に混じって、私にはどこかで妙な音がするように思えてならない。
　それは私の運命の鼓動であり、情容赦のない何物かの力だ。
　感情のほとばしり出るような人間に会いたい。
　「我々は今のままではいけないぞ」
　どこかでこんなささやきが聞こえる
　どうして
　なぜこのままではいけないのだ。
　私に不安があっても、いったい、他に不満のあるような奴なんかいるものか。
　　
　傲慢な自分のことばにあきれる。
　
　憂鬱な私の心。
　物言いたげな心
　悲しげな心
　叫びたい、
　私の心は私のものだ。
　あんたなんかにやるものか。
　
　大事にしよう。私の心は、神様より？？ものだ。そして、神様だって私の心にそむく事はできまい。だって神様は私の心の内に在るのだから。
　
　雨だれの音を聞いていると、無性にさびしい、悲しい、何かが私の声をさえぎる。
　私の心には光なんか必要じゃない。
　心の自由、それは私の心の希いなのだ。
　自由は光り輝くものなんかじゃない、自由はゆったりとした、むしろ、ほの暗いものなのだ。
　
　社会の動きなんか、私の心は気にならぬ、
　私の心は強い強い。
　こわいのは、私の心だ
　私の心がこわいのは私の心だ。
　
　ナイフの先で肌をなでられるような心と心の触れ合い、私はそれが恐ろしい。
　？？？？？？？？？？？？？？？？（→読めず）
　ナイフはどうしたら綿になるかしらって。
			昭和四十三年六月二日
　
　
　・・・　僕は夜、何処かで打ち上げられる花火
	ほど素晴らしいものはないと思ふんだ。そうし		た光景を眺めていると喜びと同時に、これもま		たすぐ消え去ってしまうのだといふ不安に襲わ		れる。喜悦と不安と、この二つは引き離すこと		が出来ないのだ。さうしてこれは瞬間的であっ		てこそ一層美しいんちゃないか。・・・・・　			（クヌルプより）　
　
　
	オーストリア帰りのおもいつき
					鈴木庸夫
　
　七月十六日、羽田からアンカレッジ経由フランクフルトに向けて出発した。飛行機に乗るのは初めてであり、いささか興奮してしまった。窓からの東京の夜景はすばらしく、まるで金沢の百万ドルの夜景のようであった。日中はスモッグでいっぱいのこの都市を隠してしまう暗闇は怖しいものだと感じながら、アンカレッジに向かった。八時間後にアラスカのアンカレッジに到着し、あたりを見たとき、本当にここがアラスカなのか、この国の先にカナダやアメリカがあるのかなどと、思わず自問自答せずにはいられなかった。ここの店員に、「日本円が使えるか」と尋ねたら、日本語で返事されたのには驚いた。
　フランクフルト空港でトイレに入ってお金？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？くなり、天にでもいる気分であった。フランクフルトからフランクフルトからバスでオーストリアのインスブルックに向かうのである。このバスが日本のと違う点は、窓が大きく開かないのである。それに非常口がなく、非常の場合はハンマーでガラスを破って出ることのなっている。アウトバーンを時速百キロで走ってもベンツが楽々と追い越していくのである。
　インスブルックは山に囲まれたところで、ドナウ川の支流であるイン川が流れており、景色のよい町である。かつてゲーテがここからイタリア紀行を始め、リルケが橋の上から山を見上げ「何と山が私の胸にせまってくるのか。」という有名な句を言ったりしたところである。インスブルックは東京と同じ年に冬季オリンピックをやったところで、いわば姉妹都市であり、日本との交流は今年で百年目である。
　ドイツ語圏内にいると英語を使うのがいやになり、極力避けたが、店に入ると英語で話しかけてくるので気分を害された。ドイツ語を話すというのは、その内容にかかわらず最大の喜びである。何とかドイツ語を話していて思うことは、日本で語学はあまりにも完全さと正確さを強調し過ぎるようであること。カタコトでも店に行けば買物はできるのである。まちがいを怖れていては何にもできないのだ。しかし言葉で相手を完全に理解することは、程遠いもののようである。
　ここの人達は生活の仕方がうまいようである。何しろ、楽しむコツというものを心得ているようである。ダンスにしても、我々は下手だとかできなかったりすると、淋しく見ていかなくてはならないが、彼等は違うのである。楽しむこと第一である。喜んでいる人は人をも幸福にするが、彼らの喜んでいる姿は、よりいっそう人々をほがらかにしてくれる。ここの若い女性はグラマーで魅力的であった。何しろ圧倒されてしまうのである。
　インスブルックに一ヶ月もいると日本にいるような気になってしまった。イタリアからの帰り、国境近くになるにつれ、ドイツ語が話されるのを聞いたとき、まるで日本語が話されてでもいるようにほっと安心した。語学ができるできないには関係なく。
　人間というのは奇妙なもので、外国に行くと帰りたくなり、帰ってくるとまた行ってみたくなる。帰ってきて間もないうちは、目に入るもの全部が抵抗していたのに、この頃は順応してしまい悲しくなってしまった。語学とともに生き、ことばの旅をこれから先していきたいと思う。まとまりなくペンを置く。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
	順子片思いの巻　そのニ
					菅野　順子
　
　私は二年になって馬術部に入部した。一年の時入っていたクラブを退部してまで入部したのだ（前のクラブをやめて翌日には入部していた）。何故かをよく聞かれたものだ。実は大した理由ではない。本を読んだのだ。鞍馬天狗を十巻ほど。その中には白い馬が出て来る。彼に、とっても従順な馬が。彼の手綱捌さばきがまた絶妙なのだ。その颯爽たる描写がここかしこにあった。その一例を挙げれば、険しい崖の細い道で、他の人たちは下馬して歩いて渡る所がある。彼は馬に乗ったまま、而も駈足かけあし）で渡ったというのだ。その目も眩む様な崖っ縁を・・・・・。
　問われる儘に先輩などにこの話をすると、よく笑われたものだ。しかし、私にとっては笑いごとではなかったのだ、命にかかわるほど真剣だったのに。二巻、三巻と読み進むうち、その魅力は私を捕らえて離しはしなかった。読み終った時にはもう、私の胸は張り裂けんばかりであった。もはや耐えられなかった。
　必然的に馬術部というクラブの存在が浮かび上がった。私は運命に従って、馬術部員となるに至った。万歳！これで私も鞍馬天狗みたいに上手に乗れるようになるし、馬との心の触れ合いも生まれるぞ！
　さあ、初めて馬場に連れて行ってもらった。何という薄汚ねえ所だろう？なんとこきたねえことをしなきゃいけないんだろう？ああ、何ということだ！鞍馬天狗にはこんなことは書いてなかったのに・・・・。幻滅。絶望。
　しかし、入ってしまった以上、今更やめるなんて女の意地が許さない。頑張らなくちゃ。最初はほとんど騎乗できなかった。而も、乗れた時は常歩なみあしでぽこぽこ歩くだけ。そしてあとは手入れ。ブラッシングをして、足をきれいにしてやって、顔を拭いてやってUSW.
　我が独協大学馬術部には、当時白馬が二頭居た。ところが、常に片方の馬（その名を祐健号？？という）だけしか乗せてもらえない。何故かというと、もう一頭の馬はクラブに来てから日が浅く、人が近付くと噛んだり蹴ったり、とても恐ろしいのだそうだ。ところが、である。私は、その馬を一目見た瞬間、何か閃いてしまった。早い話が一目惚れ。その美しさ。その素晴らしいスタイル。その優雅なる姿態。時には臆したような、時には雄々しい眼差し。甘く輝く瞳。それら全てが、私を虜にしてしまったのだ。
　彼に近付いて行っては噛みつかれそうになったりすることがしばしばあり、大変な騒ぎだった。こうなったらもう鞍馬天狗どころではない。私は彼の心を掴まんと躍起になった。手入れをやってやりたかったが、男の先輩でさえ恐る恐るやってるのに、未熟な、而も女性の私などが近付けば、ほとんど殺されることは目に見えていた。しかし、何とか先輩を説き伏せて、足は無理としても、顔だけでも拭いてやれる様になり、次第にブラッシングが出来る様になり、そして遂には、足までも出きる様になった。そこまでになるには、一年余りの年月を費やしたのである。踏まれ、蹴られ、振り落とされて。捻挫し、噛みつかれ、一度などは死んだかと思ったこともある。要するに、彼に出来る限りのことは、ありとあらゆることをして頂いたわけだが、それでも私は耐えた。歯を食いしばって。ここで負けては女が廃る（愛するって耐えることなのです）。
　こんない一生懸命やってきたのだが、要するに私は哀れな片思いに過ぎなかったのだ。レオリー（これは我が愛馬の名）にしてみれば迷惑だったのかもしれない。或いは彼には密かに心に思う人はいたのかも・・・・？
　でも私は必死だった。彼の為に人参を持って行ってやったり、他の所よりはずっといい草を入れてやったり、いつもきれいな水ととりかえてやったり、飼葉桶を洗ってやったり。私はこれが本当の愛情というものだ、とつくづく思った。これ程、無報酬に献身的に尽くすということは、偽りの愛情では出来ないものだと思うから。でも、こんなに一生懸命に彼の為にやってやったけど、相変わらず噛みつこうとしたり、蹴ろうとしたりした。しかし、既に、だいぶ慣れてきていたので、それほどひどくはなくなっていた。私が叱りつけると、すまなさそうな目で見ている。そうすると又、いじらしくなって来る。暇な時、レオリーの馬房の前に立って、何かしら話しかけたりしてのんびり過ごしたものだ。あの子は私が近付くと最初、臆病そうにがたがたとあばれて、何をされるのかといった不安な目をする。そしてだんだんと何もしないことがわかると、おとなしくなってじっと私の方を見る。しばらく居ると飽きてきて後を向く。もう私が何を云っても全然とりあってはくれない。私がそこから立ち去るふりをして物かげからのぞいてみると、私の後ろ姿を一生懸命に、見送ってる、淋しそうな目つきで・・・・。そんな時、とってもいとおしくなってしまう。だから再び物かげから出て行くと、最初は私のことをじっと見つめるが、すぐにそっぽをむいてしまうのだ。おとぼけが上手なんだから、レオリーは。
　もう居なくなるだろうという予告がなされた時、焦燥にかられてレオリーの房に飛んで行った。彼はそこに居る！何故だか涙が頬を伝う。レオリーにもたれて塩辛い雫を流した。私の気分に誘われてか彼は哀しげに、そして怪訝そうに見ている。草を刈って来て入れてやった。無心に食べている。自分が現在死につつあるなどとは予想だにせずに・・・・。胸がしめつけられる。出切ることなら、そんなことにはなって欲しくない。レオリーの居ない世界なんて無に等しい。私を置き去りに？？？？？？？？？（→一行不明）
　レオリーはこの世を去ってしまった。やっぱり私を捨てて行ってしまったんだ。最後の最後までお前は片思いさせっぱなしで、私を放棄した。憎い奴、レオリーめ。馬鹿な奴だなんてお高くとまってないでさ、せめて私の気のすむようにさせてくれよ。お前のこと、花であげような。あ、そうだ、お前の好きな人参も一緒にあげようね。
　私のこと失恋させた憎き奴だから、お前のこと、忘れてなんかやるもんか！しつこく片思いし続けてやるから覚悟しろよ。
　
	君去りて
　丘をのぼりて
　空を見る
　浮雲の漂うかたち
　君に似て
　
　山をもぞみて
　憧憬るる
　君　そのうしろに
　かくれんと
　
　涙にくれて
　さ迷わん
　この淋しさを
　なにをせん
　
　
　
　
・・・・二人の人間が如何ほど緊密に結ばれていようと		も、なほその間には深淵が横たわっていて、そ		の上にはただ愛情のみが、時、毎刻、應急の假		橋を懸けてゆかねばならぬものであることをま		だ知らなかったのである。・・・・・
				（クヌルプより）
　
　
　
	
　
　
　
　
　
　
	無題
					田中　幸史
　
　今から五年前、半ば希望に胸をふくらませ、半ば不安な状態で私は、この獨協大学の門をくぐった。今また、私は半ば希望に胸をふくらませ、半ば不安げに来年の卒業の来るのを待っている状態である。
　私は、元来女性を崇拝する人間である。又女性にたいしては、非常に不器用にしか接することができない。正にヘッセと私の共通はこの一点にあるのだ。私は、この五年間この大学で何をしてきたのか。あるいは、この大学以外で何をしてきたのか。何もしてこなかった。ただ空気を呼吸してきたことだけは確かだ。すなわち、あまりにも非主体的にこの一日一日を過ごしてきたのだ。「朝に道を聞かば、夕べに死すとも可なり」と古いにしええの人がおっしゃった。私も早くそんな心持ちになれたら良いと思っている。
　私という人間は、一つの物事に熱中できない人間である。正確には、この大学へ入ってからそうなった、と言ったほうがいいかもしれない。私も若かりしころには、ヴェルテルのような恋愛をしたのだった。恋愛というより、あれは片思いだった。あの頃の情熱は、今の私にはもはやない。絶対に、あの頃の甘い激しい情熱は、二度ともどってこないだろう。誰でも、ある一点に集中して、それは何でも良いに違いないが、挫折したり、よほど意志の強い人間でなければ、白けてしまうだろう。私もその白けた状態が五、六年続いている。その白けた状態で一生終わるかもしれない。とまれ、私は来年から就職するのだ。この日本という、公害列島の独占資本主義の中で骨身をけずって、仕事に励まなければならないのだ。そんな事を考えると、ゾッとしてくるが、そんな事は、今の私には許されない。とにかく一生懸命にやるしかないのだろう。
　私は、この獨協大学には何の伊連もない。ただわずかな精神的同士と別れるのが辛いだけである。私はこの文を、非常に眠たげな状態で書きなぐっているのだ。皆さんいつまでもお達者で。しつれいします。
　
　・・・・恋愛のことを語るとなると―― 
	この点で私は生涯少年の域を脱しなかった。私		にとって女性に対する愛は常に、心を清める思		慕であった。私の憂愁から真っすぐに燃えあが		った炎であり、青い空にさしのばされた祈りの		手であった・・・・・・
				ヘッセ（郷愁）より 　
　
　
　
　
　
　
　
　
	或る宴
					縦足少仁
　
一月も半ばを過ぎ、寒さが見にしみる晩であります。浪人生活、三年目を迎えたノンちゃんこと、神山幸仁は机に向かいながらも、押し寄せる寒さのためにからだを震わせております。
「やっぱり、こう寒くちゃ　体の中からもあっためなければあかんな。・・・・といって、行きつけの小料理屋『業平』には付けが溜っておるし・・・・」
ここでノンちゃんは気難しそうに額に皺を寄せて考えます。考える時の彼のいつもの癖で、左手の人差指が鼻糞をさかんにほじくります。
「よし、今夜は特別だ。この手で行こう。」
ノンちゃんは、早速、行動を開始しました。まず、彼はお風呂場へ行き、浴槽の湯をすべて新しい水に取りかえ、ガス栓をひねり火をつけました。何ということはない、ノンちゃん、入浴してからだをあたためるらしい。ところが、ノンちゃんは家族の寝静まった台所へ行き、何やら呟きながら、ゴソゴソやっております。何かを探しているようです。
「あった、あった。これならいいや。」
現代では、余り見受けられない木製のお盆を手にして、ノンちゃんはニコニコしております。賢明な諸君にはお分かりでしょう、そうですノンちゃんは、お風呂でお酒を飲む気なのです。
　やがて鼻歌まじりでお風呂場にい現れたノンちゃんを見ると、例のお盆を大仰に両手で支え持っております。その盆には、徳利、盃、箸、山菜の盛られた小皿が手際よく乗せられております。
「湯加減もよろしいようで。」
脱衣場でおもむろに衣服を脱いだノンちゃんは、厳粛な面持でお風呂場に入って来ました。
「浮かぶかなあ。」
と、不安そうに彼は、お盆を細心の注意を払って湯面に置きました。
　
「ゼーア、グート、戦艦『しらゆき』の進水だ。」
徳利に入っているお酒は、お父上の晩酌用の酒。白雪なのです。体を洗ったノンちゃんは、ソロリソロリ浴槽に身を沈めました。もちろん、彼の頭には、きちんと畳まれた手拭が載せられております。
　目の前に浮かんでいるお盆をみつめながら、ノンちゃんは、又もや鼻糞をほじくり始めました。
「今日は誰にしようかなあ。日本酒だから、やっぱり日本人がええやろ・・・・すると小百合ちゃんか小巻あたりか。よし栗原小巻に決めた。」
ノンちゃんは静かに眼をとじます。すると彼の脳裏には、次々と空想の世界が浮かんできます。
　・・・・赤坂の高級料亭の一部屋。どこからともなく、琴の調べが聞こえてまいります。ノンちゃんの面前には、見事な日本料理が並べられ、傍には、着物姿もあでやかな栗原小巻が顔をうつむきかげんにして控えております。
『近頃の小巻さんは、一段とうつくしくなられましたなあ。』
彼女は、ほほを染めながらも、口元に笑みを浮かべて
『相変わらず、お口がお上手ですこと、さあ、おひとついかが？』
『うむ、ありがとう。』
　ここで、ノンちゃんは初めて盆をとり、静かに飲み干すのです。細波たつ湖の小舟のごとくお盆が揺れています。
『うむ、今宵の酒は格別ですなあ、貴女みたいな方とご一緒ですと。ま、おひとついかがですか？』
『あら、わたくし、全然いただけないんですの。』
『そうですか、残念ですなあ、お酒をめしあがれないとは。貴女みたいに見目麗しい人がお酒を飲むと一層、魅力的になるんですがねえ。でも、折角ですから、僕のお酌、受けるだけ、受けてくださいよ。』
『そうですわね。受けるだけでしたら・・・・』
　かくして、空想の世界の会話は、とりとめもなく続いてゆき、盃も重なります。内と外から、からだをあたためられて、ノンちゃんは早くもほろ酔い気分になって来ました。すると、突然、そう突然なのです。人生とは常に意外性に満ちているようです。お尻のあたりがむず痒くなってきました。どうやら、昼間、たべた焼いもが原因のようです。空想の世界での彼は、
『ちょ、ちょっと小巻さん、僕、仕事のことで思い出したことがありますので、失礼して電話してきます。すぐ戻ってまいりますから。』
とうまく逃げました。ところが、浴槽の中の彼は、既にからだを動かすのが面倒な程、酔いがまわっていたのです。轟音もろとも発射されたガス弾は、勢いよく浮上し、見事戦艦「しらゆき」の左舷に命中したのです。強力な魚雷攻撃を受けた戦艦「しらゆき」は大きく傾きました。あわてたノンちゃんが、取り抑えようとして、中腰になった拍子に「しらゆき」はいとも簡単に転覆してしまいました。一本の徳利が、あたかも撃沈された戦艦の如く、無情な音を立てて沈み続け浴槽の底のノンちゃんの足にあたって止まりました。
　
	ヘッセ
	・・・・生きるわざの本質は悩むことを、学ぶ		ことを、ほほえむことを学ぶにある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
	小野拓男先生へ
　					及川いずみ
　
　初夏を思わせる様な日々が続いておりますが先生いかがお過ごしでいらっしゃいますか。今は杉並の小学校で教えていらっしゃると伺ったことがありますが。私が小学校を卒業してからもう十年も経ちます。小学校の建物も今は、十年前とはまるで変ってしまっておりますが、時々散歩に行くとあの頃がなつかしく心に浮かびます。いつも一番前の席に座り、先生が問題を出されても私は決して手を上げて答えることなどしませんでした。水が怖かった私はプールでおぼれ、先生が飛びこんで助けて下さいました。あの頃学校の角でかっていたうさぎはどうなったでしょう。
　先生、私は今年の春学生生活に終止符を打ちました。ドイツ語を専攻していたのに、私はまるで音楽部の学生の様にギターに夢中でした。ステージを数日後にひかえ、部員を？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？
ロビーの角で指揮棒を見つめるだけの私が好きでした。冷たく光る音が私を捕らえていました。そして卒業式を迎え、私は社会の中に入っていきました。朝早く何万人という人が忙しそうに足ばやに歩いている中で、私は社会人としての私がそこにいる事に気づきました。一ヶ月近く経ってからでした。それは本当に突然ふっと感じたのです。不思議でした。
　先生、私は今まで私を取りまく全てのもののやさしさの中で育ちすぎた様な気がします。私は今、やさしさの中から抜け出て生きていきたいと思っています。又お手紙書きます。お体に気をつけて下さい。
					
　
　
　
　
　
	腹話術
					落合　博康
　
　先日、何年ぶりかで腹話術を見た。子供の頃には寄席などで度々見たが、近頃はどういう訳かさっぱり見かけなくなった。で、そんな芸があったことすらもう忘れかけていた。それがたまたま朝のテレビ番組に、素人の腹話術を取材したものがあったので、懐かしく思いながらしばらく見ていた。
　或る教会の牧師さんの許へ、近所の人形好きな連中が週に一回腹話術を習いに来る。要するに稽古の要点は、人形を片手で巧みに操りながら、唇を動かさぬようにして恰も人形それ自体が喋っているかに見せる所にある。勿論素人のことだから見ていても、唇の微かな動員業可愛想なくらい知れてしまう人がほとんどである。人形を完全に独立した一個の人間とする迄には並々ならぬ修業が必要なのだろう。
　或る日、こうした中でも玄人はだしの芸を持つ数人が老人ホームを訪れた。老人達の喜びようは、我々が想像するよりも遥かに大きいものだった。芸が客の笑いを媚びるのでもなく、客が演者に義理をたてるのでもない。平凡で素朴な、それ故に色褪せぬ新鮮味を誘った人形との対話（やりとり）が老人達の屈託ない爆笑を生む・・・・そんな和やかな心の触れ合いと云ったものが、その場の雰囲気から感じられた。
　腹話術者は一通り芸が終ると壇上を降りて老人達の中へつかつか割り込んで行く。ｓこで交わされた老婆と人形との会話に僕は妙に心ひかれた。人形が大目玉をパチクリさせながら、「おばあちゃん、風邪引かないでね。元気でね。長生きしてね、」と畳掛けるように甲高い声を発すると、八十才近い老婆は皺くちゃだらけな顔一面に笑みを浮かべて、『ああ房や、長生きするよ。また来てな。』と人形の手を取って握手した。云ってみればこれは何でもない日常的風景かも知れない。だ？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？存在は消え去っていた。ただ老婆と人形との無心な会話があるばかりだ。それでいて誰も不思議がらない。人形使いは一体何処に消えてしまったのだろう。
　
	腹話術者のモノローグ
・・・現代は嫌が上にも仮面の横行する時代だ。裏返して云えばそれだけ人間の素顔が信じられない時代なのだ。むしろ素顔を容易く見破られる者は深味のない軽薄な族やからと評価される。いきおい、人は無闇やたらと自己の仮面を厚くして、その奥の方からずる賢く世の中を眺めようとする。自己の分厚い仮面を見に着けることは今日の社会を生き抜く為に不可欠なテクニークでさえあるのだ。仮面に徹して非情に生きる。これが今日の英雄だ。ロマンの実現者なんてもはや奴隷にすぎない。だが何てことだ、俺の本音はこの非情な仮面をなんとかして脱ぎたがっている。「鉄仮面」なんてくそ食らえ。仮面は仮面にすぎない。な？？？？？？？？？？？？？？？？？？閉込ってたら、真面な人間なら窒息するのが道理だ。俺は虚像の仮面を自分と錯覚して来た。或る刹那にそう悟ったのだ。以来俺は一体何處に在るのだ、とうろたえ彷徨った。そうして疲れ、面倒になって、再びあの仮面の魅力に取付かれそうになった。その時俺は初めてあの腹話術者に出会ったのだ。・・・・・
　あの腹話術者がその場から姿を消したという不思議な錯覚現象の種明かしを自分なりにしてみたいと思って、少々勝手な想像を小説風に綴ってみたら、「荒野の狼」のハリー、ハラーみたいになってしまった。話を元に戻すと、素顔の自分には云い憎いこと、また云っても真面目には受け入れられないことも、ひと度人形の口を借りて出ると真実に聞こえて来るという現象を裏がえして云うなら、人形というワンクッションを於く事によって、人は？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？形を操る人間の側に在るのでなく、却って操られる人形の側にあるのだということを意味するだろう。物が真実を語りかけて来るというのはこうした消息を云うのだろうか。
　百科辞典で腹話術の発祥を調べてみたら、古代エジプト、ギリシャの司祭や予言者がこの話術で神託や奇跡を示したと想像される、云々、とあった。日本には昭和十三年頃、寄席芸の一種として知られるようになったとある。それから三十五年経った今日、演芸としての腹話術はもはや廃れ、少数の素人芸人の心の中に「仮面時代」を生き抜く生の術としてささやかに行き続けている。
			昭和四十八年二月二日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
	斧田幹夫詩集より
					鉞田　幹夫	―病やまい―
　
　静寂は
　死の断片を
　語ろうとし
　鳴り響く
　不協和音は
　存在の影をうすめ
　
　ひからびた風信子ひやしんすは
　いやに現実を
　強調しているが
　俺が
　こうして一人
　病気で寝ているのは
　現実では
　ないような気がする。
　
　
	―欲望―
　
　それだから
　もう異質的な
　お互いに相容れぬ
　領域があるなんてことは
　僕に話さないで欲しい
　外の通りの空虚な喧騒は
　白いシーツの触れ合う音と同じだ
　
　僕の欲望は
　かなり緩慢に動く
　シーツの中で
　こなごなにくだけちまって
　そのかすかな断片の中に
　確実な欲望の糸を
走らせながら
　そこにある
　
　
	―無題―
　
　それでも
　港に夕日が沈むと
　なんだか
　とっても淋しくなってしまうのよ
　と、窓に水色の
　レースのカーテンのかかった
　コーヒー屋の娘は
　時々
　悲しそうに笑ったりする
　娘は
　無限の時の突端に
　なにか
　大切な忘れ物をしてしまったのだ
　娘は
　一番、淋しくなると
　大きな、ため息をついて
　起き上がり
　男の胸に飛び込んでいく
　なんのことはない
　ほんの少し
　涙を流しに・・・・・。
　
　
	―ラ・メール―
　
　寄せてくる波に、「愛している」とつぶやく
　返す波に、「愛してない」とつぶやく
　あなたの前で人は黙し
　あなたの前で人に誓う、愛を誓う
　変らぬと信ずる愛を誓う・・・・・。
　あなたのいちばんいいところ
　あなたの前で
　人が言葉を失う事
　重ね合わせた手
　重ね合わせた唇の間に
　あなたはいる
　言葉を失うことは
　理性を忘れること
　もしかしたら
　日常生活を押しつぶしているのは
　理性かもしれない
　
　
　
　
　
　
	編集後記に代えて
　
　古巣は、今はもうない。温ぬくもりだけが鮮やかにある。それぞれの道に旅立って、我々は、その途上に新たな巣を作り始める。その危なげな足取りを支えているのは、古巣のあたたかい温もりと、そこで学んだ幾多の知恵とであるだろう。
　「会者常離」という言葉がある。大切なものを失うことなしには、何が本当に大切であったかを悟れない・・・・それが人生であるなら、「会者常離」は、決して無情の象徴をいったものでなしに、むしろ、人がそれぞれの時所時節に於て成長してきたことの不可欠な墓標であるだろう。
　この文集が、古巣の温もりを想いおこさせるものであると同時に、「会者常離」の？？（２文字不明）的墓標たりえたならば幸せである。
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